
拡充 新庁舎整備の推進
▶5億2,843万円
　堀（水路）の移設に向けて調査や測量を
実施するほか、計画的に新庁舎整備基金
への積み立てなどを行います。

新規 運動用トレーニング教材の購入
▶210万円
　児童生徒の敏

びん
捷
しょう

性
せい

の向上を図るため、
市内小・中学校にトレーニング教材を導
入します。

拡充 学校図書館の蔵書の充実
▶1,590万円
　学校図書の充実
を図るため、各学
校の蔵書購入数を
増やします。

　令和6年度は、市のまちづくりの基本的な指針である第6次基本構想・第1期基本計画の達成状況の検証を踏まえ
た第2期基本計画の策定まで残り2年となります。限られた財源を有効活用するとともに、さらなる成長に向けて歩
みを進め、11万人超の市民が「誰もが自分らしく、充実した日々を送ること」の実現に向けた予算を編成しました。
　主な施策として、こども医療費支給年齢を18歳年度末までに拡大することや、フレイル予防のメニュー
にｅスポーツを加えるなど新たな施策のほか、市内小学校体育館の空調施設整備や、市民緑地の保全と活
用など継続的な取り組みにも対応した予算を計上しました。

令和6年度当初予算概要
理想の“未来”の実現に向けた予算を編成

問 財政課 ☎049-257-5163

民生費
208億円

土木費
29億円

教育費
38億円

衛生費
25億円

公債費
25億円

消防費
13億円

議会費
3億円 その他

5億円

歳出
407億円

総務費
61億円

※ 金額は1億円未満を四捨五入、予算総額
は各会計の単純合計です。

※ 金額は、当初予算額を令和6年2月末現在の人
口で除して求めたものです。

教育の振興 
33,900円

環境・衛生の向上
22,400円

借入金の返済 
22,300円

産業の振興 
4,100円

消防・救急業務 
11,500円

その他
（議会費・総務費など）

55,900円

その他の市税 
13,700円

　市の予算には、次の3種類の会計があります。令和6年度のすべ
ての会計の予算総額は、前年度比21億円増の670億円となりました。

市の予算総額▶670億円

料金収入で運営す
る会計（水道会計
と下水道会計）

国民健康保険や介護
保険など、特定の事
業を行うための会計

社会保障や道路整備、学校整
備など、市の基本的な行政
サービスを行うための会計

一般
会計

特別
会計

企業
会計

市税

407億円 204億円 59億円

都市計画税 
9,900円

 145,500円

▶市民1人当たりのサービスに係る費用
　359,200円/年（前年度比+13,100円）

▶市民1人当たりの市税負担
　145,500円/年（前年度比+2,100円）

市民1人当たりの負担（一般会計）

■ 一般会計の内訳  

 主な事業❶　 第6次基本構想・第1期基本計画に基づく取り組み

市税
165億円

国県支出金
112億円

市債
16億円

地方交付税
41億円

地方譲与税など
33億円

繰入金
19億円

その他
21億円

歳入
407億円

福祉の充実
183,700円

道路・公園などの整備 
25,400円

個人市民税
67,400円

国県支出金、
地方交付税、

市債など

市税以外

固定資産税
54,500円

 213,700円
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新規 �水子貝塚公園開園30周年イベント
の実施　▶157万円

　開園30周年を記念して、縄文グルメ
フェスや熱気球
係留フライトな
どを開催します。

新規 �姉妹都市シャバツ市とのオンライン
交流の実施　▶15万円

　市内小・中学校の児童生徒とセルビア
共和国シャバツ市の子どもたちのオンラ
イン交流を実施します。

新規 eスポーツの導入
▶128万円
　フレイル予防の充実を図るため、eス
ポーツを導入し、体験講座を開催します。

拡充 訪問型在宅レスパイトケア事業の拡充
▶270万円
　医療的ケア児を介護する家族などの負担軽減を図るため、
訪問型在宅レスパイトケア事業について、短時間での利用や
年間利用時間の拡大など、サービスを拡充します。

拡充 こども医療費の支給対象の拡大
▶5億4,540万円
　子育て世帯の経済的負担を軽減するた
め、こども医療費の支給対象年齢を18歳
年度末までに拡大します。

新規 手話狂言ワークショップの実施
▶41万円
　手話言語の普及啓発を図るため、市内
小・中学校で手話狂言ワークショップを
実施します。

新規 Web口座振替受付サービスの導入　
▶1,148万円
　市税などの支払いについて、インター
ネットを利用したWeb口座振替の手続
きが新たに利用可能になります。

新規 粗大ごみ受付システムの導入
▶319万円
　チャットボットを導入し、粗大ごみの
受付業務をAIにより自動化します。

拡充 公共施設予約システムの更新　▶1,677万円
　公共施設予約システムにキャッシュレス決済機能を追加するなど、利便性向上を図り
ます。

シティゾーンの整備　
▶1億5,479万円
　県道三芳富士見線の拡幅など、シティ
ゾーンの周辺整備を推進します。

市民緑地「諏訪の森」、「谷津の森」の整備　
▶1億132万円
　市内の緑地を保全するため、市民緑地
「諏訪の森」と「谷津の森」の用地を取
得します。

拡充 �鶴瀬駅西口土地区画整理事業の推進　
▶1億7,066万円
　鶴瀬駅西口土地区画整理事業の完了に
向けて、換地処分や町名地番変更などを
実施します。

新規 �旧富士見ガーデンビーチの解体工事
▶2億513万円
　富士見ガーデンビーチ跡地を活用した
新しいスポーツ施設の整備に向け、解体
工事を実施します。

新規 �プレミアム付き電子商品券の発行
▶1億6,638万円
　消費拡大や地域経済の活性化を図るた
め、スマートフォンのキャッシュレス決
済を活用したプレミアム付き電子商品券
を販売します。

新規 中央防災センターの整備
▶3億2,529万円
　災害対応体制の強化を図るため、中央
防災センターの整備に向けて鶴瀬東2丁
目地内（旧JAいるま野鶴瀬支店）の用地を
取得します。

新規 福祉避難所の開設訓練の実施
▶21万円
　すべての人に配慮
するインクルーシブ
防災の取り組みとし
て、福祉避難所の開
設訓練を実施します。

小学校体育館空調設備の整備
▶2億2,406万円
　災害時の避難所である小学校体育館に
空調設備を整備し、市内全学校の設置を
完了させます。

 主な事業❷　市民生活の「安心と安全」を守る取り組み

 主な事業❸　地域が活性化する取り組み

 主な事業❹　将来を見据えたまちづくりにつながる取り組み

 主な事業❺　多様性を尊重し誰もがいきいきとした生活を送ることができる取り組み

 主な事業❻　 DX（デジタル・トランスフォーメーション）計画に基
づく取り組み

　そのほかの事業など、詳しくは
「令和6年度ことしのお金の使い
みち」をご覧ください。
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